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ダムに流れ込む水を一時ため込んで下流河川の増水を低減させる操作のこと

  国土交通省　東北地方整備局　最上川ダム統合管理事務所　

【発表記者会：山形県政記者クラブ、米沢記者倶楽部】

440m3/s

低気圧に伴う出水における白川ダム・寒河江ダム・
長井ダムの防災操作（洪水調節）効果について

～白川ダムに流入した最大の水量　歴代第１位を記録～

※防災操作（洪水調節）

最上川ダム統合管理事務所管内では、低気圧による降雨に伴う出水により、

令和４年６月２７日に所管する白川ダム、寒河江ダム、長井ダムにおいて
※
防災

操作（洪水調節）を実施しました。

白川ダムへの最大流入量は約５９３m3/s（昭和５６年管理移行後、歴代第１
位）で、ダムにため込んだ水の総量は、約５４６万m3に達しました（東京ドー
ムを容器とすると約４．４杯分）。

寒河江ダムへの最大流入量は約３１３m3/sで、ダムにため込んだ水の総量
は、約４２１万m3に達しました（東京ドームを容器とすると約３．４杯分）。

長井ダムへの最大流入量は約１９９m3/sで、ダムにため込んだ水の総量は、
約２３０万m3に達しました（東京ドームを容器とすると約１．９杯分）。
　

この防災操作（洪水調節）により、白川ダムでは下流の置賜白川の水位（椿
地点）を約０．８３ｍ、寒河江ダムでは下流の寒河江川の水位（西根地点）を
約０．６４ｍ、長井ダムでは下流の置賜野川の水位（谷地橋地点）を約０．８
９ｍ、それぞれ低減させる効果があったものと推測されます。



最上川水系 白川ダムの効果（ 令和4年6月27日 低気圧に伴う洪水 ）
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ダム下流椿観測所地点における
水位低減効果

水
位
（
m
）

レーダー累加雨量
（6月26日9:00 ～ 6月28日9:00）

※東京ドーム約124万ｍ３

位 置 図 白川ダムの洪水貯留状況

白川ダム
白川ダム

椿観測所

※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性もあります。

6月27日 4:30状況 貯水位 EL.323.69m 6月28日 4:30状況 貯水位 EL.327.64m

洪水後

○低気圧に伴う降雨により、6月26日23時から6月27日21時までに白川ダム上流域で累加雨量は183ｍｍに達し、
6月27日18時40分に最大流入量が毎秒593m3となり、管理開始（S56）以降第１位を記録しました。

○白川ダムでは約546万m3（※東京ドームで約4.4杯分）の水を貯め込み、ダム下流置賜白川の飯豊町椿地点で
約0.83mの水位を低減させる効果があったものと推測されます。

時間雨量（mm/h） 累加雨量（mm）

流量（ｍ３/ｓ） 貯水位（ｍ）

ダムが貯め込んだ量
546万m³

(6/27 5:50～6/27 22:30)

ダムへ流れ込んだ
水の最大量
毎秒593m³

ダムが調節した
水の最大量
毎秒359m³

6月27日 6月28日

ダムが無かった場合 3.52m▽

今回の実績水位 2.69m△

※速報値
ダム地点の調節量を
椿地点で換算したもの

累加雨量183mm

（ダム下流 飯豊町 椿観測所地点）
ダムが無かった場合の水位：3.52ｍ
今回の実績水位 ：2.69ｍ

→約0.83mの水位低減

洪水前貯水位

洪水後貯水位

4.0m水位上昇

洪水量 毎秒200m³



最上川水系 寒河江ダムの効果（ 令和4年6月27日 低気圧に伴う洪水 ）

寒河江ダム

西根観測所
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出水速報

ダム下流西根観測所地点における
水位低減効果

6月26日 19:20 状況 貯水位 EL.386.04m

レーダー累加雨量
（6月26日9:00 ～ 6月28日9:00）

6月28日 4:30 状況 貯水位 EL.387.34m

位 置 図 寒河江ダムの洪水貯留状況

寒河江ダム

※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性もあります。

○低気圧に伴う降雨により、 6月26日23時から6月28日7時までに寒河江ダム上流域において累加雨量が※１74ｍｍに達
し、6月27日5時40分に最大流入量が毎秒313m3を記録したのち減少しましたが、その後６月27日20時10分にピーク
流入量が270m3に達する、２山洪水となりました。

○寒河江ダムでは約421万m3（※２東京ドームで約3.4杯分）の水を貯め込み、ダム下流寒河江川の寒河江市西根地点で、
約0.64mの水位を低減させる効果があったものと推測されます。 ※2東京ドーム約124万ｍ３

洪水前貯水位

洪水後貯水位

時間雨量（mm/h） 累加雨量（mm）

流量（ｍ３/ｓ） 貯水位（ｍ）

ダムが貯め込んだ量
329万m³

(6/27 0:10～6/27 10:50)

ダムへ流れ込んだ
水の最大量
毎秒313m³ダムが調節した

水の最大量
毎秒254m³

ダムが貯め込んだ量
92万m³

(6/27 14:30～6/27 22:20)

ダムへ流れ込んだ
水の最大量
毎秒270m³

ダムが調節した
水の最大量
毎秒103m³

ダムが無かった場合 10.92m▽

今回の実績水位 10.28m△

※速報値
ダム地点の調節量を
西根地点で換算したもの

6月27日 6月28日

水
位
（
m
）

欠測

（ダム下流 寒河江市 西根観測所地点）
ダムが無かった場合の水位：10.92ｍ
今回の実績水位 ：10.28ｍ

→約0.64mの水位低減

累加雨量74mm

1.3m水位上昇

洪水量 毎秒200m³

洪水後

※1一部の雨量計の不具合による欠測値を除く



最上川水系 長井ダムの効果（ 令和4年6月27日 低気圧に伴う洪水）

長
井
ダ
ム
貯
水
状
況

出水速報

ダム下流谷地橋観測所地点における
水位低減効果

6月26日 9:10状況 貯水位 EL.367.11m

レーダー累加雨量
（6月26日9:00 ～ 6月28日9:00）

洪水後

6月28日 5:00状況 貯水位 EL.369.44m

※東京ドーム約124万ｍ３

位 置 図 長井ダムの洪水貯留状況
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※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性もあります。

○低気圧に伴う降雨により、6月26日22時から6月28日4時までに長井ダム上流域において累加雨量が154ｍｍに達し、
6月27日16時30分に最大流入量が毎秒199m3を記録しました。

○長井ダムでは約230万m3（※東京ドームで約1.9杯分）の水を貯め込み、ダム下流置賜野川の長井市谷地橋地点で
約0.89mの水位を低減させる効果があったものと推測されます。

ダムが貯め込んだ量
230万m³

(6/26 22:30～6/27 21:30)

ダムへ流れ込んだ
水の最大量
毎秒199m³

ダムが調節した
水の最大量
毎秒175m³

時間雨量（mm/h） 累加雨量（mm）

流量（ｍ３/ｓ） 貯水位（ｍ）

6月27日 6月28日

ダムが無かった場合 2.47m▽

今回の実績水位 1.58m△※速報値
ダム地点の調節量を
谷地橋地点で換算したもの

（ダム下流 長井市 谷地橋観測所地点）
ダムが無かった場合の水位：2.47ｍ
今回の実績水位 ：1.58ｍ

→約0.89mの水位低減

累加雨量154mm

洪水前貯水位

洪水後貯水位

2.3m水位上昇

洪水量 毎秒150m³


